
【教育の視点】AI 英語学習の標準化と、逆説的に高まる「プライベート英語教

室」の絶対的価値 

キッズブラウン・パートナー教室 オーナー様、先生方各位 

いつも大変お世話になっております。KidsBrown Japan 編集部です。 

文部科学省の作業部会により、次期学習指導要領に向けた「外国語」の方向性

が提示され、全国の小中高校で「人工知能（AI）の活用」を明記し、標準化して

いく方針が打ち出されました。AI 翻訳の普及を踏まえ、「人間が外国語を学ぶ

意義の再定義」が迫られる中、今週はこの公教育における AI 活用の光と影、そ

して私たち民間教室が果たすべき真の役割について考察します。 

1. AI 英語学習の標準化がもたらす「3 つの革新的効果」 

AI が学校教育に標準導入されることで、従来の英語学習が抱えていた非効率

な部分が劇的に改善されることは間違いありません。特に以下の 3 点におい

て、非常にポジティブな効果が期待されます。 

• ① 確認テストの画期的な効率化（多層的な構造化） これまでの確認テ

ストは、間違えた問題を単に機械的に繰り返すだけのものが主流でし

た。しかし AI の分析により、生徒のレベルや弱点に合わせて問題の「見

せ方や形」を動的に変化させ、確認テストの構造を多層化できるようにな

ります。これにより、学習効果を画期的に引き上げることが可能になりま

す。 

• ② ユーザーデータに基づく効果的な語彙学習 単語帳をひたすらめく

るような一律の単純反復ではなく、生徒一人ひとりの学習テストデータを

根拠に、AI が最適なタイミングと形式で語彙を提示してくれるようになりま

す。これにより、家庭での語彙学習の効率が最大化されます。 

• ③ パーソナライズされたシチュエーションによるスピーキング強化 一対

多の授業では不可能だった「一人ひとりの興味やレベルに応じた個別の

シチュエーション」を AI が生成し、対話練習の相手となることで、スピー

キング力の向上にも大きな効果が期待されます。 

このように、個別最適な指導や助言ができる AI は、文科省が「英語教育のゲー

ムチェンジャーになり得る」と期待する通り、学びの効率化において強力な武器

となります。 

2. 急激なデジタル化の影：私たちが直視すべき「AI 依存」の懸念 



しかし、この光の裏には、私たちが教育者として決して見過ごしてはならない深

い影が存在します。それは、「AIへの過度な依存による、自ら考え修正していく

力の弱体化」です。 

人間は楽な方へと流される生き物です。自分が頭を悩ませなくても、AI が瞬時

に完璧な翻訳や作文を提供してくれる環境において、「AI の出力を自ら警戒

し、批判的に自分の頭で考える力を育てる」ということは、幼児・児童期の子供

たちにとってはほぼ不可能に近いと言えます。 

AI が咀嚼し、綺麗に整えてくれた情報だけを受け取り続けることは、「他人が噛

み砕いてくれた食べ物だけを飲み込んでいる状態」と同じです。それでは、自ら

の力で噛み砕き、消化して栄養にするという「知的な基礎体力」はまたたく間に

失われてしまいます。 

だからこそ、AI が推論を代行し、超知能化・エージェント化していくこれからの

時代において、学校の先生や私たち英語教室の指導者の役割は、一人の人

間の人生を左右するほど決定的に重要になるのです。 

3. 結論：正解のない世界を突破する「読書力」と、私たちの果たすべき役割 

AI に思考を奪われないための「脳の基礎体力」となるもの。それこそが、「原著

を自ら読み、聴く力」にほかなりません。 

外国語を通じて物語の「文脈」を読み解くということは、正解が一つではない世

界を、毎瞬毎瞬、自らの身体で体験していくことそのものです。自分とは異なる

文化や他者の考えを想像し、理解するというプロセスは、AI や他の誰にも代替

できない、人間固有の聖域だからです。 

ここに、これからの時代における「プライベート英語教室（民間教室）」の真の存

在意義があります。 

KidsBrown のシステムが「ストーリーベース（Story-based）」かつ「インタラクティ

ブ（Interactive）」に徹底してこだわっている理由は、まさにここにあります。国が

どれほど単語をリスト化し、AI による効率的な暗記を推進しようとも、子供たちは

大好きなストーリーに没入し、自分の頭で文脈を推測しながら、英語の語順のま

まダイレクトに世界を掴み取る訓練を重ねています。 

そして、私たちの役割は、単に AI のように正解を提示することではありません。 

子供たちが自らの力で困難を突破していけるよう、適切なロードマップを組み立

ててあげること。次の段階に到達したときに、新たな世界をそっと提示してあげ

ること。そして、何よりも伴走者として寄り添い、子供たちが転んだときにそっと手

を差し伸べ、支えになってあげることです。 

■ 編集部からのメッセージ 



テクノロジーがどれほど進化しようとも、教育の本質は「人と人との全人格的な関

わり」の中にしか存在しません。 

AI が効率化してくれる「テスト」や「暗記」のインフラは道具として賢く利用しなが

らも、私たちの教室では、子供たちが一生モノの知的な足腰となる「原書を読む

力」と「自立した思考力」を育んでいきましょう。 

私たちが提供している温かみのあるアナログなサポートと、ストーリー体験こそ

が、これからの時代に最も必要とされるプレミアムな価値となります。その誇りと

確信を持って、今週も目の前の子供たちへ素晴らしいレッスンを届けていきまし

ょう。先生方の尊い実践を、今週も心より応援しております。 

 

KidsBrown Japan 編集部 公式サイト: https://kidsbrown.jp 

 

💡 オーナー様へのアドバイス（保護者面談・スクール便りでの活用法）： 「AI

時代に英語を学ぶ意味」を疑問に思う保護者様に対し、今回の「咀嚼の比喩」

は非常に強力に響きます。 「AI が翻訳も作文もやってくれる時代だからこそ、

他人が噛み砕いた情報だけを鵜呑みにする『思考力のない子』になってしまう

危険があります。KidsBrown では、AI には真似できない『ストーリーを通じて、自

分で文脈を推測して原書を読む力』を育てています。自分で咀嚼し、消化する

力を小学生のうちに身につけることこそが、本当の知性を育てる唯一の方法で

す」とお伝えください。教室の教育価値が保護者様の心に深く刺さるはずです。 

 

https://kidsbrown.jp/

